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神明の花火大会（山梨県市川三郷町）

古くから花火の生産が盛んな市川
三郷町。江戸時代に日本三大花火
の一つとして数えられていた市川
大門の花火が、平成元年に甦っ
た。毎年８月７日の「花火の日」
には約２万発の花火が披露され、
夏の夜空を華やかに彩る。

写真キャプション

　

地
方
創
生
本
部
事
務
局
が
正
式
に
立
ち
上
が
っ
た

の
が
2
0
1
4
年
9
月
５
日
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
地

方
創
生
は
も
う
す
ぐ
３
年
目
に
入
る
。

　

振
り
返
れ
ば
、
1
年
目
は
国
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組

み
が
中
心
で
あ
っ
た
。
地
方
創
生
法
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
総
合
戦
略
や
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
も
作
成

さ
れ
た
。

　

2
年
目
は
、
地
方
自
治
体
の
活
動
期
と
な
っ
た
。

努
力
義
務
と
さ
れ
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
早
々
に
策

定
し
た
団
体
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
2
0
1
５
年
の
夏

以
降
に
本
格
的
な
検
討
が
行
わ
れ
、
今
年
３
月
ま
で

に
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
作
成
さ
れ
た
。

　

そ
う
な
る
と
、
３
年
目
は
市
町
村
内
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。
本
来
は
、
そ
れ
ら
の

計
画
と
実
践
が
先
行
し
、
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
で
市
町

村
段
階
の
総
合
戦
略
が
作
ら
れ
る
の
が
理
想
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
が
で
き
た
の
は
一
部
の
自
治

体
に
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
３
年
目
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
で
の
計
画
作
り
や
活
動
の
本
格

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
期
待
さ
れ
る
の
が
地
域
運
営
組
織
で

あ
る
。
先
頃
（
８
月
10
日
）、
地
方
創
生
本
部
の
有
識

者
会
議
が
「
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す
地
域
運
営

組
織
―
そ
の
量
的
拡
大
と
質
的
向
上
に
向
け
て
―
」

と
い
う
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
を
作
成
し
た
の
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
も
意
味
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
論
じ
ら
れ
た
課
題
は
多
方
面
に
及
ぶ
。

特
に
、
現
場
で
の
実
態
か
ら
見
て
、
重
要
に
な
る
の
が
、

地
域
運
営
組
織
を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
で
あ

る
。
当
然
、
地
域
内
部
の
住
民
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、

外
部
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
人
材
な
ど
も
必
要
と
な
る
。

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
で
は
、
地
域
運
営
組
織
の
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
事
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
山
形
県
川
西
町

の
「
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
人
材
育

成
の
仕
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
ら
の
地
域
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
広

域
的
な
人
材
育
成
の
場
を
用
意
す
る
組
織
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、和
歌
山
県
田
辺
市
の
地
域
運
営
組
織
「
秋

津
野
塾
」
で
は
、
関
連
組
織
で
あ
る
株
式
会
社
「
秋

津
野
」
が
和
歌
山
大
学
と
提
携
し
て
、「
秋
津
野
地
域

づ
く
り
学
校
」（
現
在
は
「
紀
州
熊
野
地
域
づ
く
り
学

校
」）
を
開
講
し
、
自
ら
の
経
験
を
素
材
と
し
て
、
地

域
内
外
の
人
材
教
育
の
場
を
作
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
の
地

域
活
動
と
人
材
育
成
は
な
ん
ら
か
の
関
係
を
持
つ
必

要
性
が
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　

地
域
運
営
組
織
づ
く
り
と
人
材
づ
く
り
。
い
ず
れ

も
、
顔
が
見
え
る
関
係
を
重
視
し
て
き
た
町
村
の
得

意
分
野
で
あ
ろ
う
。
３
年
目
の
地
方
創
生
に
は
、
町

村
部
の
活
発
な
活
動
に
期
待
し
た
い
。

明
治
大
学
農
学
部
教
授

小お

田だ

切ぎ
り

　
徳と

く

美み

３
年
目
と
な
る
地
方
創
生

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑵

開
宿
4
0
0
年
、
今
と
昔
が
つ
な
が
る
時

　

～
日
光
街
道
杉
戸
宿
開
宿
4
0
0
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
＝
埼
玉
県
杉
戸
町
…
…
…
…
…
…
…
…
⑹

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑼

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
⑽

『
人
と
大
地
が
う
る
お
い
輝
く
豊
穣
の
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
賀
県
白
石
町
長　

田
島　

健
一
…
⑾

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

情�

報

随�

想



１
　
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、「
防
護
」
と
い
う
発
想
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
中
心
の
対
策
だ
け
で

は
生
命
や
財
産
、
経
済
社
会
活
動
を
守
る

こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
教
訓
と
し
て

残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
自
然
災
害
等
か

ら
、
人
命
を
最
大
限
守
り
、
国
家
や
社
会

の
重
要
な
機
能
へ
の
致
命
傷
を
回
避
し
、

被
害
か
ら
迅
速
に
回
復
す
る
「
強
さ
」
と

「
し
な
や
か
さ
」
を
備
え
た
国
土
・
経
済

社
会
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
「
国
土
強
靱

化
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）」

の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年

12
月
、「
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の

実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資

す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
」（
以
下
「
基

本
法
」
と
い
う
。）
が
議
員
立
法
に
よ
り

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
法
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等
に

対
す
る
脆
弱
性
の
評
価
を
経
て
、
政
府
が

「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」（
以
下
「
基
本

計
画
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
こ
と
（
第

10
条
）、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
が
「
国

土
強
靱
化
地
域
計
画
」（
以
下
「
地
域
計
画
」

と
い
う
。）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

（
第
13
条
）、
な
ど
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
計
画
は
、
国
土
強
靱
化
に
関
し
て
は

国
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
他
の
計
画
等
の
指
針
と
な
る
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
第
10
条
、
第
13
条
）。

　

本
稿
で
扱
う
地
域
計
画
は
、
平
成
25
年

の
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
比

較
的
に
新
し
い
制
度
で
す
が
、
平
成
27
年

3
月
の
徳
島
県
で
の
策
定
を
か
わ
き
り

に
、
順
次
、
都
道
府
県
を
中
心
に
策
定
が

進
み
、
平
成
28
年
7
月
1
日
現
在
、
32
都

道
府
県
20
市
区
町
で
策
定
済
、
15
府
県
28

市
町
村
で
策
定
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
状
況
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地
域
計

画
は
、
47
の
全
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て

策
定
済
、
若
し
く
は
策
定
中
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
地
域
計
画
の
策
定

の
取
組
を
全
国
の
市
区
町
村
で
広
く
実
施

し
て
い
く
こ
と
が
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

の
課
題
の
１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
が

地
域
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
参
考
に
資
す

る
た
め
に
、
内
閣
官
房
で
公
表
を
し
て
い

る
「
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
直
近
の
改
訂
（
平
成
28
年
5

月
24
日
改
訂
、以
下
直
近
の
改
訂
版
を「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
3
版
）」
と
い
う
。）
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
計
画
が
全
て
の
都
道

府
県
に
お
い
て
策
定
済
み
、
若
し
く
は
策

定
中
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
区
町

村
で
の
策
定
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
重
き
を
置
い
た
改
訂
を
実
施
し
ま
し
た

（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第
3
版
）
は
内
閣
官

房
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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w

w
.c

a
s

.g
o

.jp
/jp

/
seisa

k
u

/k
o

k
u

d
o

_k
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u
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k
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で
公
表
）。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
第

3
版
）
に
お
け
る
記
述
内
容
を
中
心
に
町

村
に
お
け
る
地
域
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
解
説
を
し
ま
す
が
、
紙
面
の
関

係
も
あ
る
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
（
第
3
版
）
の
参
照
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
意
見
に
わ
た

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
私
見
で
あ
り

ま
す
の
で
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

２
　
地
域
計
画
策
定
の
進
め
方

　

基
本
法
の
規
定
に
よ
り
、地
域
計
画
は
、

国
土
強
靱
化
に
関
し
て
は
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
（
多
く
の
場
合
）
最
上
位
計

画
と
し
て
い
る
総
合
計
画
も
含
む
全
て
の

計
画
等
に
対
す
る
指
針
と
し
て
の
性
格
を

有
す
る
も
の
で
、
基
本
計
画
と
調
和
を

と
っ
て
策
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

　

地
域
計
画
の
策
定
の
一
般
的
な
進
め
方

は
、
図
２
の
と
お
り
で
す
。
地
域
計
画
の

策
定
過
程
の
特
徴
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
1
の
目

標
の
明
確
化
の
後
に
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2
リ

ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
最
悪
の
事
態
）、
強
靱

化
施
策
分
野
の
設
定
」、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
脆

弱
性
の
分
析
・
評
価
、
課
題
の
検
討
」
を

国土強靱化地域計画の策定について
内閣官房国土強靱化推進室　伊 藤　哲 也

政 策
解 説
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行
う
部
分
に
な
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
最

悪
の
事
態
）
の
設
定
で
は
、
例
え
ば
「
情

報
伝
達
の
不
備
等
に
よ
る
避
難
行
動
の
遅

れ
等
で
多
数
の
死
傷
者
の
発
生
」、「
自
衛

隊
、
警
察
、
消
防
、
海
保
等
の
被
災
等
に

よ
る
救
助
・
救
急
活
動
等
の
絶
対
的
不
足
」

等
の
大
規
模
自
然
災
害
時
等
に
起
き
て
は

な
ら
な
い
最
悪
の
事
態
を
自
団
体（
町
村
）

の
地
域
性
を
踏
ま
え
設
定
を
し
ま
す
。
加

え
て
強
靱
化
施
策
分
野
の
設
定
に
つ
い
て

も
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
設
定
を
行
い
ま

す
。
参
考
ま
で
に
基
本
計
画
で
は
、「
行

政
機
能
／
警
察
・
消
防
等
」、「
農
林
水
産
」、

「
国
土
保
全
」
等
の
12
の
個
別
施
策
分
野
、

「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
」
等
の

     
 
 
 

 
  
    
 
 
 
 
  

図２　基本的な進め方 

国による施策の実施 
※内閣総理大臣による関係行政機関の長に対する必要な勧告 

国の他の計画 
（国土強靱化基本計画を基本とする） 

※ 国土強靱化に係る都道府県・市町村の他の計 
  画等の指針となるべきものとして、国土強靱化 
  地域計画を定めることができる。 
     
   

  ［ 都道府県・市町村が作成  ］ 

都道府県・市町村の他の計画 

 

指針となる 

都道府県・市町村による施策の実施 

※国土強靱化に係る国の他の計画等の指針となる 
  べきものとして、国土強靱化基本計画を定めなけ 
  ればならない。 
   
  

 [政府が作成] 

○国土強靱化基本計画 ○国土強靱化地域計画 

国土強靱化基本計画及び国土強靱化地域計画の関係（第１０条ほか）  

 

指針となる 

調和 

図１　国土強靱化地域計画（通称：地域強靱化計画） 

国土強靱化地
域計画（地域
強靱化計画）
の法的な性格 

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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3
つ
の
横
断
的
分
野
を
強
靱
化
施
策
分
野

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
脆
弱
性
の
分
析
・
評
価
、

課
題
の
検
討
」
は
、
国
土
強
靱
化
の
観
点

か
ら
地
域
の
点
検
を
行
う
も
の
で
、
地
域

計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
非
常
に
重
要

な
過
程
で
す
。
地
域
の
強
靱
化
を
進
め
る

上
で
そ
の
前
提
と
な
る
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
2
で

定
め
た
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
最
悪
の
事
態
）

を
防
ぐ
た
め
に
自
団
体
（
町
村
）
の
施
策

が
十
分
な
も
の
か
、
施
策
の
抜
け
落
ち
が

な
い
か
、
等
に
つ
い
て
マ
ト
リ
ク
ス
を
用
い

て
評
価
し
、
国
土
強
靱
化
の
視
点
か
ら
地

域
の
課
題
を
洗
い
出
す
も
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
申
し
上
げ
る
と
難
し
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
計
画
の
策
定
に
あ
た

り
地
域
の
課
題
を
洗
い
出
す
と
い
う
の
は
、

国
土
強
靱
化
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
、
総
合
計
画
の
策
定

に
お
い
て
も
、
人
口
、
土
地
利
用
、
経
済
、

交
通
体
系
等
の
現
状
分
析
か
ら
地
域
の
課

題
を
洗
い
出
し
、
そ
の
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
計
画
の
策
定

を
通
じ
て
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
と
い

う
の
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
地
域
計
画
も
国
土
強
靱
化
の
視
点

か
ら
、「
脆
弱
性
の
分
析
・
評
価
」
と
い
う

手
法
を
用
い
て
地
域
の
課
題
を
洗
い
出
す

と
い
う
手
法
上
の
特
徴
が
あ
る
も
の
の
、

策
定
の
大
き
な
進
め
方
は
総
合
計
画
と
類

似
す
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
脆
弱
性
の
分
析
・
評
価
」
で
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
自
団
体
（
町
村
）
の
既
存

の
施
策
を
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
最
悪
の
事

態
）
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
マ
ト
リ
ス
ク
に

よ
り
分
析
・
評
価
を
行
い
ま
す
が
、「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
2
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ（
最
悪
の
事
態
）、

強
靱
化
施
策
分
野
の
設
定
」
に
お
い
て
、

自
団
体
（
町
村
）
を
包
含
す
る
都
道
府
県

の
地
域
計
画
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
参
考

に
自
ら
の
地
域
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
（
最

悪
の
事
態
）
を
設
定
し
、
自
団
体
（
町
村
）

の
総
合
計
画
の
施
策
分
野
別
に
整
理
を
し

た
施
策
等
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
地
域
の

課
題
を
洗
い
出
す
「
脆
弱
性
の
分
析
・
評

価
」
を
マ
ト
リ
ク
ス
に
よ
り
実
施
す
る
の

も
1
つ
の
方
法
で
す
（
図
３
）。

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
4
リ
ス
ク
へ
の
対
応
方
策

の
検
討
」
で
は
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
脆
弱
性

の
分
析
・
評
価
、
課
題
の
検
討
」
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
国
土
強
靱
化
の
視
点
か
ら

見
た
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
に
必

要
と
な
る
施
策
を
対
応
方
策
と
し
て
整
理

し
、「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
5
対
応
方
策
に
つ
い
て

重
点
化
、
優
先
順
位
付
け
」
に
お
い
て
施

策
等
の
重
点
化
・
優
先
順
位
付
け
を
行
う

事
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
計
画
の
策
定
の
検
討
過
程

に
お
け
る
住
民
参
加
等
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、地
域
計
画
の
性
格
を
踏
ま
え
る
と
、

自
団
体
（
町
村
）
の
総
合
計
画
の
住
民
参

加
等
の
例
を
参
考
に
す
る
の
も
1
つ
の
考

図３　STEP３ 脆弱性の分析・評価、課題の検討（例：総合計画施策等のダブルチェック）  

  地域経営分野 
地域・社会福
祉分野 

産業・雇用分
野 

教育・文化分野 
自然・生活環
境分野 

都市・交通基
盤分野 

○○○○…             

情報伝達の不備等による避難行動
の遅れ等に伴う被害の拡大 

      教育活動の充実     

××××…             

サプライチェーンの寸断等による経
済活動の麻痺 

    ？？？？？？       

△△△△…             

地域交通ネットワークの市内各地で
の分断 

          
快適な道路環
境の確保 

□□□□…             

◆◆◆◆…             

総合計画にも分
野別計画にも、民
間企業のＢＣＰ推
進の施策の位置
づけがなかった。 

分野別計画での
位置づけはある
が、総合計画に
は、「防災教育」
を明示してなかっ
たことを確認。 

【イメージ】 

総合計画では、地
域活性化のみの
位置づけだったが
強靱化の効果（位
置づけ）も確認。 

Ａ：プログラム
の評価 

Ｂ：強靱化施策分野ごとの評価 

総合計画の施策分野や行政分野等をもとに強靱化施策分野（地域強靱化計画の施策分野）を設定 

県
地
域
強
靱
化
計
画
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ
を
参
考
に
設
定 
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え
方
で
す
。

３
　
地
域
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト

　

地
域
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、
地
域
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
施
策
等
は
、
国
土
強
靱
化
を
推
進
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
施
策
等
で
あ
る
と
の

関
係
者
の
共
通
理
解
が
形
成
さ
れ
る
た

め
、そ
の
円
滑
な
推
進
が
期
待
で
き
ま
す
。

国
土
強
靱
化
を
推
進
す
る
た
め
に
関
係
府

省
庁
の
交
付
金
・
補
助
金
等
を
活
用
す
る

場
合
は
、
更
に
配
分
に
あ
た
り
「
一
定
程

度
配
慮
（
い
わ
ゆ
る
優
先
配
分
）」
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
強
靱
化
の

取
組
を
加
速
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
メ

リ
ッ
ト
の
1
つ
で
す
。

　

こ
の
「
一
定
程
度
配
慮
（
い
わ
ゆ
る
優

先
配
分
）」
の
対
象
と
な
る
交
付
金
・
補

助
金
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
に
お

い
て
は
、
防
災
・
安
全
交
付
金
（
国
土
交

通
省
所
管
）、
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
（
農
林
水
産
省
所
管
）
等
の
9
府
省
庁

の
32
の
交
付
金
・
補
助
金
等
と
な
っ
て
お

り
、
予
算
額
の
合
計
は
1
兆
４
、
１
９
５

億
円
と
な
り
ま
す
。

４
　
地
域
計
画
の
進
捗
管
理

　

地
域
計
画
は
、
長
期
的
な
視
野
を
も
ち

つ
つ
も
、「
次
の
１
年
で
ど
こ
ま
で
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
」
と
い
う
短

期
的
な
視
点
も
持
ち
な
が
ら
、
施
策
の
実

施
及
び
計
画
の
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と
が

肝
要
で
す
。
進
捗
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、

わ
か
り
易
い
指
標
（
数
値
化
し
た
指
標
な

ど
）
及
び
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
施

策
の
進
捗
管
理
を
容
易
に
す
る
観
点
か

ら
、
ま
た
、
住
民
の
理
解
を
深
め
る
上
で

も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し

た
後
に
計
画
の
進
捗
管
理
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

サ
イ
ク
ル
）
を
行
い
、
実
効
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
重
要
業
績
指
標
の
目
標
値

を
加
え
た
も
の
な
ど
を
、
基
本
計
画
と
は

別
に
、
国
土
強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
町
村
に
お

い
て
も
、
地
域
計
画
を
策
定
し
た
だ
け
で

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
国
の
国
土

強
靱
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
相
当
す
る

内
容
を
地
域
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
、
ま

た
は
、
国
と
同
様
に
別
に
地
域
計
画
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
す
る
こ
と

が
極
め
て
有
効
で
す
。

５
　
お
わ
り
に

　

各
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
様
々
な

新
し
い
行
政
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
応
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
も
地
域
計
画
に

つ
い
て
は
、町
村
の
地
域
に
お
け
る
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
総
合
政
策
と
し
て

推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
手
段
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
地
域
計
画
自
体

が
新
し
い
制
度
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
制

度
の
理
解
を
行
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
本
稿
が
各
町
村
に
お
け

る
地
域
計
画
の
制
度
の
理
解
及
び
策
定
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
内
閣
官
房
で
は
、
職
員
等
を
講

師
と
し
て
地
方
公
共
団
体
に
派
遣
を
す
る

こ
と
な
ど
を
通
じ
て
制
度
の
理
解
促
進
等

に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
気
軽
に
内
閣
官
房
ま
で
御
相
談
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
内
閣
官
房
国
土
強
靱
化
推
進
室
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス E-m

ail

：i.national.resili
ence

ア
ッ
ト
マ
ー
クcas.go.jp

（
メ
ー

ル
送
信
の
際
に
は
「
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
」
を

「@

」
に
し
て
く
だ
さ
い
。））

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン日本興亜株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパン日本興亜の定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申し込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 「損害保険ジャパン日本興亜株式会社」は損保ジャパンと日本興亜損保が 2014年９月１日に合併し誕生した会社です。

03-3519-73250120-731-087
（受付時間  月～金  午前9時30分～午後5時）

FAX

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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△

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
へ
の
思
い
を
風
船
に
込
め
て
（
第
１
回
杉
戸
宿
宿
場
ま
つ
り
）

杉
戸
町
の
概
要
　

杉
戸
町
は
埼
玉
県
東
部
に
位
置
し
、
首
都

圏
40
㎞
圏
内
に
あ
り
な
が
ら
、
自
然
と
都
市

が
調
和
し
た
田
園
都
市
で
あ
り
、人
口
４
６
、

０
６
４
人
、
世
帯
数
１
８
、
６
８
９
戸
（
平

成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
と
県
内
で
最
も
人

口
の
多
い
町
で
す
。

東
西
に
10
㎞
、
南
北
に
７
㎞
、
面
積
30
・

03
㎢
で
、
東
側
は
江
戸
川
を
隔
て
て
千
葉
県

に
、
南
は
春
日
部
市
に
、
西
は
大
落
古
利
根

川
を
隔
て
て
宮
代
町
と
久
喜
市
に
、
北
は
幸

手
市
に
そ
れ
ぞ
れ
境
を
接
し
て
い
ま
す
。

杉
戸
町
に
は
、
江
戸
時
代
五
街
道
の
ひ
と

つ
で
あ
る
日
光
街
道
の
江
戸
か
ら
数
え
て
５

番
目
の
宿
場
と
し
て
、「
杉
戸
宿
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
杉
戸
宿
に
は
、
大
名

な
ど
の
有
力
者
が
泊
ま
る
本
陣
や
脇
本
陣
、

一
般
庶
民
も
泊
ま
る
旅
籠
な
ど
が
建
ち
並

び
、
荷
物
の
運
搬
等
の
た
め
の
「
問
屋
場
」

も
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
日
光
街

道
沿
い
に
は
当
時
の
面
影
を
残
す
蔵
や
建
物

が
残
り
、
県
内
外
か
ら
宿
場
を
巡
る
観
光
客

も
多
く
訪
れ
ま
す
。

開
宿
４
０
０
年
を
契
機
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
　

杉
戸
宿
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
り
１
６
１
６

年
に
日
光
街
道
に
設
置
さ
れ
、
２
０
１
６
年

（
平
成
28
年
）
に
、
開
宿
４
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
。
杉
戸
町
・
杉
戸
町
観
光
協
会
・
杉

戸
町
商
工
会
は
、開
宿
４
０
０
年
を
契
機
に
、

杉
戸
町
の
原
点
を
再
確
認
し
、
交
流
人
口
の

増
加
、
観
光
客
誘
致
に
よ
る
中
心
市
街
地
の

商
業
活
性
化
、
郷
土
の
歴
史
に
対
す
る
町
民

の
理
解
と
誇
り
の
醸
成
、
並
び
に
杉
戸
町
ら

し
さ
の
確
立
と
魅
力
発
信
の
た
め
の
施
策

「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
進
め
て
い
ま
す
。

杉戸町

埼玉県

開
宿
４
０
０
年
、
今
と
昔
が
つ
な
が
る
時

～
日
光
街
道
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

杉す
ぎ

戸と

町ま
ち

埼
玉
県
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「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
推
進
体
制
は
、
町
内
の
商
工
業
関
係
者
、

教
育
機
関
、
住
民
団
体
、
交
通
機
関
等
に
よ

り
構
成
さ
れ
た
「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」、
さ
ら
に
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
決
定
さ
れ
た
各
種
事
業
を
行
う

作
業
部
会
と
し
て
「
に
ぎ
わ
い
部
会
」、「
古

民
家
再
生
・
活
用
部
会
」、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
部
会
」、「
食
資
源
開
発
部
会
」
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
内
容
　
　

⑴
杉
戸
を
紹
介
す
る
冊
子
の
作
成

杉
戸
宿
を
活
用
し
た
取
組
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
平
成
25
年
に
は
、

住
民
参
加
型
の
「
杉
戸
宿
魅
力
再
発
見
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
実
施
し
、「
日
光
街
道
杉

戸
宿　

宿
場
め
ぐ
り
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ご
意

見
の
中
に
「
日
光
街
道
沿
い
に
案
内
看
板
や

道
し
る
べ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
」
と
い
う

提
案
が
あ
り
、
案
内
看
板
の
デ
ザ
イ
ン
や
設

置
位
置
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
作
成
の
た
め
の

資
源
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
26
年
に
は
総
合
案
内
板
を
２
か
所
設

置
。
さ
ら
に
、
現
存
す
る
史
跡
等
の
詳
細
を

記
載
し
た
「
杉
戸
宿
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
は
町

内
の
み
ど
こ
ろ
や
、グ
ル
メ
を
紹
介
す
る「
る

る
ぶ
杉
戸
」
を
発
行
し
、
ま
た
、
今
後
見
込

ま
れ
る
外
国
人
観
光
客
向
け
の
英
語
版
・
中

国
語
版
の
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発

行
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
合
わ
せ
た
道
標
及
び

高
札
（
観
光
案
内
板
）
を
整
備
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
観
光
客
増
加
を

目
的
と
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

⑵�

「
杉
戸
宿
案
内
人
の
会
」
の
発
足
と
杉
戸

宿
め
ぐ
り
の
開
始

「
杉
戸
宿
の
歴
史
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
い
、
杉
戸
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
考
え
か
ら
、
平
成
25
年
度
杉
戸

宿
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講

座
を
開
催
し
、
認
定
試
験
に
合
格
し
た
10
名

に
よ
っ
て
「
杉
戸
宿
案
内
人
の
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

杉
戸
宿
案
内
人
の
会
は
、
平
成
26
年
４
月

よ
り
町
の
観
光
資
源
で
あ
る
「
杉
戸
宿
」
を

案
内
す
る
「
杉
戸
宿
め
ぐ
り
」（
事
前
申
し

込
み
必
要
）
を
開
催
し
、
現
在
で
は
、
14
名

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
が
こ
の
杉
戸

宿
案
内
人
と
し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
数
は
開
始
し
た
平
成
26
年
度
で
は

３
９
８
名
で
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度

に
は
６
４
０
名
と
増
加
し
て
お
り
、
町
外
か

ら
の
参
加
者
が
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

⑶
杉
戸
宿
新
グ
ル
メ
の
創
出

杉
戸
宿
を
活
用
し
た
取
組
が
、
町
の
商
業

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、「
杉
戸
宿
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
始
め
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
平
成
26
年
11
月
に
は
、

杉
戸
町
の
歴
史
や
食
文
化
を
テ
ー
マ
に
、
新

た
な
「
杉
戸
宿
グ
ル
メ
」
の
創
出
を
目
的
と

し
、
町
内
の
食
品
関
係
業
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
「
食
資
源
開
発
部
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。
部
会
で
は
江
戸
時
代
、
本
陣
な
ど
で

振
る
舞
わ
れ
た
と
古
文
書
に
記
載
が
あ
っ
た

「
た
ま
ご
ふ
わ
ふ
わ
」（
※
現
在
静
岡
県
袋
井

市
が
商
標
登
録
を
し
て
い
る
た
め
、
杉
戸
町

で
は
「
た
ま
ふ
わ
」
と
表
現
す
る
。）
や
、

昔
か
ら
杉
戸
で
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
「
八

つ
頭
」
を
埼
玉
県
が
品
種
改
良
し
、
開
発
し

た
「
丸
系
八
つ
頭
」
に
着
目
し
、
美
食
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
小
松
美
貴
子
氏
監
修
の
も
と
、

試
作
開
発
や
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
「
た
ま
ふ
わ
」
を
テ
ー
マ
に
、
埼
玉
県

立
杉
戸
農
業
高
校
食
品
流
通
科
の
生
徒
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、「
た
ま
ふ
わ
」
の
創
作

料
理
の
研
究
開
発
を
行
い
、
町
内
事
業
者
へ

の
試
食
会
や
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
な

が
ら
商
品
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
の
結
果
と
し
て
、
平
成
27

年
９
月
に「
ま
ち
の
駅
・
道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー

ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」
に
て
「
金
ゴ
マ
入
り
た
ま

ふ
わ
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
」、
平
成
28
年
１
月
に

「
杉
戸
天
然
温
泉　

雅
楽
の
湯
」
に
て
「
た

ま
ふ
わ
杉
農
カ
レ
ー
う
ど
ん
」、
同
３
月
に

「
ア
ト
リ
エ�

ル
・
ミ
ュ
ゲ
」
に
て
「
ふ
わ
と

ろ
た
ま
ふ
わ
プ
リ
ン
」、「
た
ま
ふ
わ
ク
リ
ー

△杉戸宿開宿400年プロジェクト会議の様子

△杉戸宿めぐり

△たまふわ杉農カレーうどん
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ム
シ
フ
ォ
ン
」の
商
品
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
杉
戸
宿
新
グ
ル
メ
の
取
組
は
継
続

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

⑷
第
１
回
杉
戸
宿
宿
場
ま
つ
り
の
開
催

こ
の
よ
う
に
、
杉
戸
宿
め
ぐ
り
を
活
用
し

た
観
光
客
の
誘
致
は
、
少
し
ず
つ
広
が
り
を

見
せ
て
き
ま
し
た
が
、「
杉
戸
町
」＝「
杉
戸

宿
」
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、「
宿
場

め
ぐ
り
」
等
に
興
味
の
あ
る
中
高
年
層
の
み

で
は
な
く
、
若
年
層
に
も
認
知
・
来
訪
し
て

も
ら
う
た
め
、
平
成
27
年
12
月
６
日
（
日
）

に
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

「
第
１
回
杉
戸
宿
宿
場
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、

町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
宿
場
ま
つ

り
の
実
施
に
あ
た
り
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
と
す
る
た
め
、町
内
業
者
や
民
間
団
体
、

一
般
公
募
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
た
検
討
・

実
施
組
織
で
あ
る
「
に
ぎ
わ
い
部
会
」
が
平

成
27
年
７
月
に
発
足
し
、
各
々
の
ア
イ
デ
ア

や
視
察
し
た
祭
り
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て

企
画
を
行
い
、
部
会
員
は
当
日
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
も
活
動
し
ま
し
た
。

宿
場
ま
つ
り
で
は
、
旧
日
光
街
道
沿
い
を

会
場
と
し
、
商
工
物
産
の
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
杉
戸

宿
新
グ
ル
メ
の
金
ゴ
マ
入
り
た
ま
ふ
わ
ミ
ル

ク
セ
ー
キ
の
無
料
配
布
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
試
み
を
実
施
し
ま

し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
時
代

衣
装
を
身
に
纏
い
、
４
０
０
年
前
の
杉
戸
宿

の
に
ぎ
わ
い
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
企
画
と

し
て
「
町
人
行
列
」
を
開
催
し
、
最
後
に
は

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
へ
の
思
い
を
込
め
、

来
場
者
と
３
９
９
個
の
風
船
を
空
へ
放
ち
ま

し
た
。

第
１
回
杉
戸
宿
宿
場
ま
つ
り
は
、
来
場
者

数
１
２
、
０
０
０
人
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

平
成
28
年
の
本
イ
ベ
ン
ト
「
杉
戸
宿
開
宿
４

０
０
年
宿
場
ま
つ
り
」
の
開
催
も
決
定
し
ま

し
た
。

平
成
28
年
度
の
取
組

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
を
契
機
と
し
た
取

組
は
、
開
宿
４
０
０
年
を
迎
え
る
平
成
28
年

が
集
大
成
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
主
な
ソ
フ

ト
事
業
と
し
て
10
月
30
日
（
日
）
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
宿

場
ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
す
。　

「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
宿
場
ま
つ
り
」

で
は
、
当
時
の
和
装
や
甲
冑
な
ど
時
代
装
束

に
身
を
ま
と
っ
た
方
々
に
よ
る
行
列
な
ど
も

予
定
し
て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
規
模
を
大
き

く
し
て
、実
施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
を
契
機
に
、
町
内

外
に
広
く「
杉
戸
町
」を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、町
・

観
光
協
会
共
同
で
作
成
し
た「
る
る
ぶ
杉
戸
」

や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
ス
ギ
ト
ゴ
ト
」
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
広
報
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
光
街
道
沿
線
の
市
町
や
東
武

鉄
道
と
も
連
携
し
、Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
日
光
街
道
の
埼
玉
県
内
に

あ
る
、
草
加
市
、
越
谷
市
、
春
日
部
市
、
杉

戸
町
、
幸
手
市
、
旧
栗
橋
町
（
久
喜
市
）
の

六
宿
に
お
い
て
、
日
光
街
道
埼
玉
六
宿
連
携

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
、
９
月
か
ら
12
月
に
実

施
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
へ
の
取
組
は
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
交
流
人

口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
既
存
施
設
で
あ
る
流
灯
工
房
の
１

階
を
、
観
光
案
内
所
と
し
て
活
用
し
、
町
の

観
光
や
商
工
み
や
げ
品
等
の
紹
介
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
町
民
の
休
憩
や
憩
い
の
場
と

△

金
ゴ
マ
入
り
た
ま
ふ
わ
ミ
ル
ク
セ
ー
キ

△平成27年度実施した第１回杉戸宿宿場祭り

たまふわ　
クリームシフォン

△

△ふわとろ
　たまふわプリン

△PR用に作成した「るるぶ杉戸」などのパンフレット
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全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望
　
　

こ
れ
ま
で
の
取
組
は
、
杉
戸
宿
案
内
人
の

実
施
す
る
「
宿
場
め
ぐ
り
」
を
目
的
と
し
た

中
高
年
層
へ
の
認
知
度
の
向
上
や
誘
客
に
は

一
定
の
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
継
続

し
、
杉
戸
町
に
経
済
循
環
の
仕
組
み
を
作
る

こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

ま
た
、
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
財
源
は
、
国
の
交
付
金
や
町
の
補
助

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
今
後
は
財
源
・
人

員
の
自
立
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
為
に

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
員
等
の
理
解
は

も
ち
ろ
ん
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
整
備

し
て
き
た
資
源
を
有
効
活
用
し
て
い
く
事
が

大
切
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

観
光
事
業
に
お
い
て「
経
済
効
果
を
生
む
」

た
め
に
は
、
杉
戸
町
に
来
て
も
ら
う
き
っ
か

け
を
作
り
、「
食
」、「
体
験
」、「
宿
泊
」
な

ど
の
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
長
時
間

滞
在
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
中
か
ら
、
効
果
検
証

を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
明
確
に
す
る
な

ど
、
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

今
後
は
、
行
政
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

な
ら
ぬ
よ
う
、
町
民
が
主
体
と
な
り
盛
り
上

げ
て
い
く
取
組
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

�

杉
戸
町　

商
工
観
光
課

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

岡
山
県
町
村
会
は
平
成
28
年
７
月
１
日
の
町

村
長
会
議
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
７
月
24
日
就
任
）

岡
山
県
町
村
会
長

苫と
ま

田た

郡
鏡か
が
み
の野
町
長

�

山や
ま 

崎さ
き

　
親ち
か 

男お

�

　

昭
和
28
年
７
月
28
日
生

【
住
所
】
苫
田
郡
鏡
野
町
中
谷
３
８
７
１

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
平

成
４
年
鏡
野
町
議
会
議
員
▽
平
成
12
年
鏡
野

町
議
会
副
議
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
24
年
10
月

24
日
岡
山
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
農
業
機
械
購
入
助
成
事
業

▽
中
学
校
統
合
事
業
▽
健
康
づ
く
り
条
例
の

制
定
▽
未
来
・
希
望
基
金
条
例
の
制
定
▽
町

道
・
上
下
水
道
等
整
備
事
業
▽
鏡
野
町
情
報

通
信
施
設
整
備
▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

▽
認
定
こ
ど
も
園
「
芳
野
保
育
園
」
開
設

【
趣
味
】
農
業

【
家
族
】
妻
、
母
、
長
女
夫
婦
、
孫



町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第2971号11　平成28年 8 月29日

随  想随 想

随　想
　

白
石
町
は
、
佐
賀
県
の
南
西
部
に
位
置

し
、
有
明
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
北
は
有

明
海
に
注
ぐ
一
級
河
川
六
角
川
、
南
は
二

級
河
川
塩
田
川
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
西
は

高
さ
３
０
０
ｍ
級
の
あ
ま
り
高
く
な
い
杵

島
山
地
に
よ
り
、
三
方
を
６
市
町
と
接
し

て
い
ま
す
。
有
明
海
の
湾
奥
部
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
干
満
に
よ
る
潮
位
差
は
約
６
ｍ

に
も
な
り
ま
す
。

　

町
の
西
方
の
杵
島
山
地
か
ら
東
方
に
広

が
る
広
大
な
白
石
平
野
は
、
古
く
弥
生
時

代
か
ら
自
然
陸
化
し
、
中
世
よ
り
現
代
ま

で
幾
多
の
干
拓
事
業
で
造
成
さ
れ
た
土
地

で
あ
り
、
全
て
が
干
拓
で
形
成
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
町
の
総
面
積
約
１
０
０
㎢
の

う
ち
93
％
が
平
地
で
す
。

　

人
口
は
約
２
３
，
９
０
０
人
で
、
人
口
減

少
は
止
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
世
帯
数
は
約
７
，
７
０
０
世
帯
と

10
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
核
家
族

化
が
進
展
し
て
い
る
証
拠
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

当
町
は
、
山
も
平
野
も
海
も
あ
り
豊
か

な
食
の
宝
庫
で
す
。
農
地
面
積
は
５
，
９

４
０
ha
あ
り
、
耕
地
利
用
率
は
１
８
５
％

（
全
国
平
均
92
％
、
県
平
均
１
４
３
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。農
産
物
は
、温
暖
な
気
候
と

肥
沃
な
大
地
、
ま
た
干
拓
地
の
肥
え
た
農

地
で
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
た
っ
ぷ

り
と
含
ん
だ
重
粘
土
質
の
土
壌
と
い
う
白

石
独
特
の
条
件
の
も
と
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

水
稲
で
は
、「
さ
が
び
よ
り
」
を
初
め

と
し
て
い
ろ
ん
な
品
種
の
米
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
町
だ
け
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
「
七
夕
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
、

超
早
期
栽
培
で
、
旧
暦
の
七
夕
で
あ
る
８

月
７
日
頃
に
収
穫
さ
れ
、
お
盆
前
に
食
べ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
大
人
気
で
す
。

　

タ
マ
ネ
ギ
は
白
石
町
を
代
表
す
る
作
物

で
、佐
賀
県
内
の
生
産
量
の
６
割
を
超
え
、

市
町
村
別
で
は
北
海
道
北
見
市
に
次
ぐ
第

２
位
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ン
コ
ン
も
県
内
生
産
量
の
９

割
を
超
え
、
夏
に
生
産
さ
れ
る
も
の
は

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
あ
り
、
冬
場
の
も
の

は
、
ホ
ク
ホ
ク
感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
九
州
の
み
な
ら
ず
東
京
市
場
に
も
大
量

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
チ
ゴ
は
、
佐
賀
産
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
さ

が
ほ
の
か
」
の
ほ
か
、
糖
度
が
高
い
「
咲

姫
」
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
麦
、
大
豆
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
小
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
み

か
ん
、
ぶ
ど
う
な
ど
多
種
類
の
農
産
物
が

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
明
海
に
面
し
て

い
る
こ
と
か
ら
昔
よ
り
漁
業
も
盛
ん
で
あ

り
、
海
苔
や
貝
の
養
殖
業
、
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

を
は
じ
め
と
し
た
有
明
海
特
有
な
魚
介
類

が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

杵
島
山
地
山
麓
で
は
弥
生
時
代
か
ら
集

落
が
営
ま
れ
、
由
緒
あ
る
神
社
仏
閣
も
多

数
あ
り
ま
す
。「
歌
垣
（
若
い
男
女
が
山

に
登
り
歌
い
踊
り
、
互
い
に
結
婚
相
手
を

探
し
、
歌
を
詠
み
交
わ
し
た
行
事
）」
が

行
わ
れ
た
と
『
肥
前
国
風
土
記
』
逸
文
に

記
さ
れ
、
今
で
は
７
万
本
の
ツ
ツ
ジ
が
咲

き
誇
る
歌
垣
公
園
に
は
、「
あ
ら
れ
降
る　

杵
島
が
岳
を
さ
か
し
み
と　

草
取
り
か
ね

て　

妹
が
手
を
取
る
」
を
万
葉
仮
名
で
記

し
た
大
型
の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

　

北
部
九
州
５
ヶ
国
を
領
有
し
た
戦
国
大

名
龍
造
寺
隆
信
の
全
盛
期
の
本
城
で
あ
っ

た
須
古
城
跡
は
、
平
山
城
で
外
堀
、
内
堀
、

虎
口
、
石
垣
等
が
残
り
、
往
時
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
地
帯
は
全
て
干
拓
で
作
ら

れ
、
戦
国
時
代
後
期
か
ら
昭
和
に
亘
っ
て

の
干
拓
事
業
に
伴
う
堤
防
跡
が
残
さ
れ
、

「
干
拓
の
ま
ち
白
石
町
」
の
歴
史
を
物
語

る
貴
重
な
歴
史
遺
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
、
平
成
17
年
１
月
に
、
近
隣
３

町
（
旧
白
石
町
、
福
富
町
、
有
明
町
）
が

合
併
し
て
の
新
生
、白
石
町
で
す
。そ
こ
で
、

平
成
18
年
度
に
、
目
標
年
次
を
平
成
26
年

度
と
し
た｢

白
石
町
総
合
計
画｣

が
策
定
さ

れ
、
実
施
実
行
さ
れ
て
今
日
の
白
石
町
の

礎
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

現
在
で
は
平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
し
目

標
年
次
を
平
成
32
年
度
と
し
た
「
第
２
次

白
石
町
総
合
計
画
」
を
基
と
し
て
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
総
合

計
画
の
基
本
理
念
は
、
第
１
次
か
ら
２
次

ま
で
継
続
し
て
『
人
と
大
地
が
う
る
お
い

輝
く
豊
穣
の
ま
ち
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
昔
か
ら

人
（
人
間
）
と
大
地
（
土
地･

自
然
環
境
）

の
馴
れ
合
い
、
す
ば
ら
し
さ
が
あ
っ
て
、
今

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

町
民
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
町
を
後
世
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い

く
と
い
っ
た
責
務
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
基
本
計
画
で
は
こ
れ
ら
の
実

現
の
た
め
に
、

１
．
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち

２
．
健
や
か
で
安
心
で
き
る
や
さ
し
い
ま
ち

３
．
活
気
と
魅
力
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち

４
．
個
性
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち

５
．
自
然
環
境
と
共
生
す
る
ま
ち

６
．
参
加
と
協
働
で
築
く
町
民
主
体
の
ま
ち

の
６
本
の
柱
を
定
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

毎
年
度
更
新
の
実
施
計
画
を
作
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。目
標
達
成
の
た
め
に
私
は
、

先
頭
に
立
っ
た
り
、
後
ろ
か
ら
押
し
支
え

た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
た

島
じま

　健
けん

一
いち

佐賀県白
しろ

石
いし

町長

『人と大地がうるおい輝く
豊穣のまち』の実現に向けて



町 村 週 報（第三種郵便物認可） 平成28年 8 月29日　12第2971号


